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る。そこで，牛フェロポーチン・GFP融合蛋白を発現す








































鉄濃度の差は 0.18 ± 0.02mg/d （発病により増加），血色
素濃度の差は 4.75 ± 0.45g/d （発病により減少） であっ
た。血色素に含まれる鉄量を血色素重量の 0.334％として
計算すると，発病により血液中から失われた鉄量は 15.88
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